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 国天研第 157 号 

   2019 年 12 月 3 日 

 

関係機関の長 殿 

自然科学研究機構 国立天文台 

台長 常田 佐久（公印省略）  

 

2020 年度国立天文台研究集会の公募について（通知） 

 

このことについて、下記の通り募集しますので、貴機関の各研究者にも周知くださるようお願いします。 

 

記 

 

1. 目的 

国立天文台は先端的な研究を推進する天文学および関連分野の国際的研究拠点として、全国の大

学等の研究者に共同利用・共同研究の場を提供している。本事業では研究者の交流の場である国内

集会および国際集会に対して助成することで、国立天文台とともに優れた研究・開発の推進、新しい

研究分野の創生、次世代の人材育成、天文学の普及など天文学の発展に寄与することを目的として

いる。 

 

２．対象 

・国立天文台研究教育職員または特任教員（年俸制職員）と共同で開催し、以下のいずれかに該当

する国内／国際集会。 
 

(a) 一般の研究集会 

(b) 分野を代表する団体*の主催する定例研究集会 

(c) 広報、普及、教育を主目的とする研究集会 

  *光赤外線天文連絡会、宇宙電波懇談会、VLBI 懇談会、理論天文学宇宙物理学懇談

会、太陽研究者連絡会、天文天体物理若手夏の学校事務局の６団体が対象。 

 

・対象となる研究集会の開催時期は、以下のとおりとします。 

第１回募集：2020 年４月～2021 年３月開催 

第２回募集：2020 年 10 月～2021 年３月開催 

 

・開催場所は、国立天文台内の施設を原則としますが、計画内容によっては他の会場や都市での開

催を支援します。国立天文台以外の施設を希望する場合は、その理由を申請書の「その他要望事

項」に記入してください。 
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３.申請資格 （次の各号のすべてに該当する者） 

（１）国･公･私立大学及び国･公立研究所等の研究者又はこれに準ずる者（大学院在学中の者は指導

教員と連名で申し込んでください） 

(２) 研究集会の申請および実施について、所属機関長の承諾を得ており、所定の様式による承諾書を

提出できる者 （台内の申請者については承諾書の提出は不要） 

(３) 府省共通研究開発管理システム(e-Rad)で資格停止の措置を受けていない者 

 

４．金額および採択予定数 

年間の予算規模：900 万円程度 

１件あたりの採択額：20 万円～100 万円程度 

※第１回募集に 2/3 程度、第２回募集に 1/3 程度の額を配分する予定です。 

 

５．対象となる経費 

（１） 旅費  

（２) その他申請時に認められた経費  

会場および付帯設備等使用費、パンフレット印刷費、会議登録費 等。茶菓代は不可 

 

６．申請期間および申請方法 

【申請期間】  

第１回募集期間：2019 年 12 月３日(火)～2020 年１月 17 日（金）17:00（日本標準時） 必着 

第２回募集期間：2020 年４月 15 日(水)～2020 年６月 26 日（金）17:00（日本標準時） 必着 

※締め切り後の申請は一切受け付けません。 

  

【申請方法】 

・申請は 共同利用・共同研究ポータルサイト（https://www.nins.jp/site/nous/）から行います。 
・「Web 申請」および「（所属機関長による）承諾書の郵送」の両方が必須です。 
・承諾書の様式は上記 URL よりダウンロードしてください。 

(台内の申請者は承諾書の提出は不要です。) 
 

【参照 URL】 http://open-info.nao.ac.jp/kouryuu/koubo/kyodokaihatsu/index.html 

 

７．審査方法および結果の通知 

採否及び経費配分は、自然科学研究機構国立天文台研究交流委員会で審査し、台長が決定します。 

第１回の審査は2020年２月下旬～３月初旬に、第２回の審査は2020年７月下旬から８月初旬に行われ

ます。結果は申請者本人および各機関長（学部長、附置研究所等の部局長）あてに通知します。 

 

 

 

https://www.nins.jp/nous/
https://www.nins.jp/nous/
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８．審査基準 

下記諸点に重点を置き審査します。 

(1) 学術的意義（科学研究の社会への発信の観点を含む） 

(2) 国立天文台研究集会として開催する意義 

(3) 計画性 

 

９．報告書 

研究会終了後、30日以内に所定の様式による報告書を提出してください。提出された報告書は、

ホームページ等に掲載します。また、国立天文台ニュースへの記事の執筆等のご協力をご依頼

することがあります。 
 
10．謝辞の記載 

本制度を利用して得られた成果を学術誌等で発表するときは、当該制度がその成果に寄与した旨を

謝辞に記載してください。 

(記載例）  

本研究（の一部）は自然科学研究機構国立天文台研究交流委員会＜ID＞の助成を受けたものです。  

(Part of) This work was supported by NAOJ Research Coordination Committee, NINS, Grant Number 

xxxx-xxxx.  

 
11.その他 
国立天文台の諸施設の利用については、自然科学研究機構諸規則及び国立天文台諸規則を遵守し、

各施設の責任者の指示に従ってください。 
 
12．申請書類の提出先・問い合わせ先 

  自然科学研究機構 国立天文台 事務部研究推進課研究支援係 
〒181－8588  東京都三鷹市大沢２－21－１ 
TEL：0422-34-3661  E-mail:kenkyu-koryu(at)nao.ac.jp 
ホームページ：http://open-info.nao.ac.jp/kouryuu/ 

 

 
 
 


